
■相続と継承の違い■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 194号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：相続と継承の違い 

 

先日初めて「地主業セミナー」を行った。 

「相続しない土地継承」という副題は、これが単なる節税法ではなく、そもそも「相続しない」という選択肢が

あることを知ってもらうため。 

でも、多くの人は「相続」に疑問を感じているわけではなく、相続の争いや負担の方に関心があるようだ。 

僕の世代は 61歳なので、自分の財産を残すより親の財産を受け取る方が身近な問題だ。 

だから相続とは、遺産をどう分けて、相続税をどうやって払うかという問題だ。 

だが僕のセミナーでは、そんな話は一切せずに、「そもそも財産を相続するか継承するかどちらにしますか？」と

いう質問から始まる。 

・ 

相続が「どう分けて、幾らもらえるか」なのに対し、継承は「何をどうやって引き継ぐか」ということだ。 

相続で一番大切なのは相続人の権利だが、継承で一番大切なのは、継承する物事の存続だ。 

相続の権利は納税の義務を伴うが、継承による存続に税金などかけようが無い。 

これは、株式会社の株主が持ち株の相続に課税されるが、会社の経営権を引き継いでも相続など発生しないのと

同じこと。 

伝統芸能や技術はもちろんのこと、清水寺や金閣寺だって、継承するから存続する。 

むしろ、人が暮らす普通の住宅や、オフィスやマンションの存続の方が、私たちが生きていく社会にとって不可

欠かも知れない。 

だが、これらを個人の財産にすることが、死後に残りを清算する「相続」という手続きを生み出した。 

・ 

Wiki によれば、日本では 1886 年に華族世襲財産法により華族世襲財産の家督相続の規定がおかれ、1896 年制

定の民法は、華族以外の家にも家督相続制度を規定した。 



その後、1905年の相続税法により、家督相続者に対する相続税の減額規定が設置され、家制度（家父長制）によ

る富の集中が強化された。 

この規定は次第に拡大され、1942年改正時には、普通遺産相続は家督相続の場合に比べ、税額が 2.5倍以上にも

なりうる状態が生じた。 

もちろん世界の一般的な相続税の目的はこれとは異なり、国の人口全体に資する所得再分配を目的として置かれ

ている制度である。 

だが日本では、明らかに社会の基本構造としての家制度を存続するために、家督（家の財産）の継承が最優先さ

れた。 

・ 

だが戦後、天皇制の廃止と民主化が大きな変化を産むことになる。 

GHQが主導する民主化により、相続税法は法定相続人への分配方式となり、税率は所得税と同じ高さとなった。 

（最高税率…相続税：55%（6億以上）、所得税：45%（4千万以上）＋道府県民税 4%＋市町村民税 6%） 

だが結局、家督を分解することは地域社会の崩壊をもたらしたと思える。 

そして、天皇制の廃止は国民主権を決定づけ、財産権の不可侵が憲法に記された。 

土地所有者は、土地を使って何でもできる自由な支配権を手に入れたが、それと同時に何もせずに放置してもど

この国に売却しても責めを負うことも無くなった。 

・ 

僕の言う継承とは、過去をではなく未来への継承だ。 

自分の財産の死後の未来を、国と血縁者たちに委ねる相続か、自分で定めた道筋を引き継ぐ人々に託す継承か。 

相続を望む個人の財産には、僕は全く興味ない。 

だが、未来に託す継承なら、是非とも手伝わせてほしい。 

それは託す側の願いでも、託される側の願いでも、どちらでも構わない。 

継承とは、託されて終わるのではなく、次に託すことを託されることだから。 

 

http://nanoni.co.jp/20190120/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：名栗の森＋財務セミナー＠飯能 

 

第 4日曜日は、名栗の森オーナーシップクラブの例会ですが、今月はその終了後に、飯能で財務セミナーを開催

します。 

１．名栗の森オーナーシップクラブ例会 

 日時：1/27(日) 10-15時 

 内容：保全山荘でミーティングの後、名栗の森ご神木周辺の整備作業 

 電車でお越しの方は、飯能駅北口で 9:30にピックアップします。 

詳細は http://land-resource.org/naguri/20190127-2/ 

 

２．ど素人財務セミナー＠飯能 

日時：1/27(日) 17-19時 

内容：事業の決算や青色申告に欠かせない「複式簿記」を、２時間で理解しよう 

会場：ブックマーク http://akinai.site/bookmark/ 



受講料：3,000円 

持ち物：筆記用具、できればノート PC（Excelで実習します） 

詳細は https://www.facebook.com/events/2235119696703951/ 

 

なお、このセミナーは、どこでも出張開催します。 

お申し込み、お問い合わせは、このメールに返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）01/21 ○終日笑恵館で面談可（笑恵館） 

（火）01/22 ◎なのに作業日（青葉台） 

（水）01/23 ◎なのに作業日（青葉台） 

（木）01/24 ○午後から笑恵館で面談可（笑恵館） 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）01/25 ◎なのに作業日（青葉台） 

（土）01/26 ○終日笑恵館で面談可（笑恵館） 

10-18時 ★各種・笑恵館セミナー 

（日）01/27 ◎なのに作業日（青葉台） 

10-15時 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

17-19時 ★ど素人財務セミナー＠飯能 

 

■その後のイベント 

02/02 ★各種・笑恵館セミナー 

02/08 ★カプラー起業交流会（三茶） 

02/09 ★各種・笑恵館セミナー 

02/14 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

02/14 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

02/21 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

02/24 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

02/28 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 



4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


